
１．はじめに 

 教育プログラムが保証する学習・教育目標の達成度を

評価する方法を構築し，その評価結果を学習に反映させ

ることは，質の高い教育を実践するにあたって極めて重

要である．金沢工業大学の環境系教育プログラムでは，

学生自身が学習・教育目標の達成度を点検し，その結果

を学習に反映させる教育改善システムを考案した．この

教育改善システムを実行する目的は，Ⅰ学習・教育目標

の達成度の確認とその向上，Ⅱ学生への学習・教育目標

の周知，Ⅲ学習・教育目標の達成度結果の学習への反映，

Ⅳ教育改善による質の高い教育の実践である． 
 本論では，Ⅰ～Ⅳの目的を達成するために実施してい

る学習・教育目標の達成度の評価と点検の方法について

言及する．さらに，学生が学習・教育目標の達成度を自

己点検し，点検結果を学習に反映させることが可能な教

育改善活動ついて報告する． 
２．達成度評価法・点検法の位置づけと概要 

 学習・教育目標の達成度の評価と点検の具体的な方法

は，① 授業アンケートを利用した学生自身の判断に基

づく達成度点検法，② 教員の成績判定による達成度評

価法，③ ①と②の相関による達成度点検法の 3 つであ

る．これら①～③の位置づけについて説明する．① 授
業アンケートを利用した学生自身の判断に基づく達成

度点検法は，教員が学生の判断による達成度を確認する

ための点検法であり，この点検法によって，学習・教育

目標の達成度を評価するものではない．したがって，実

際の学習・教育目標の達成度評価は，② 教員の成績判

定による達成度評価法により行うことになる．この具体

的な評価方法ついては後述する．また，③ ①と②の相

関による達成度点検法は，学生と教員の間の学習・教育

目標の達成度についての“ずれ”を教員が確認し，その

“ずれ”を補正し，学習・教育目標の達成度の向上を図

るための点検法である． 
2.1. ①授業アンケートを利用した学生自身の判断に基づく

達成度点検法 

 この点検法は，学期末に開講される自己点検授業の中

で行われる授業アンケートの結果を用いて，学習・教育

目標の達成度を定量化するものである．図-1 は土木工学

科の 2 年次の春学期に開講される「水理の基礎」の学習

支援計画書(シラバス)の一部を抜粋したものである．シ

ラバスには，科目毎に学生の行動目標が記載してあり，

この項目が授業アンケートの質問になる．なお，学生の

行動目標とは，学生が当該科目を受講することによって，

理解や達成，実行が可能となる目標を示し，学生の行動

目標が，教育プログラムが掲げる学習・教育目標に対応

している．学生は授業アンケートにおいて学生の行動目

標の各々の項目についての達成度を，自己の判断により，

「100%,80%,60%,40%,20%,0%」の 6 つの達成割合から

選択し回答する．その結果を図-1 の学生の行動目標の後

端に示してある[0.1H]などの重み係数を用いて定量化す

る．[0.1H]の H は学生の行動目標が，環境系教育プログ

ラムの学習・教育目標のいずれに対応するのかをアルフ

ァベットで示したものである．アルファベットの前の数

値は，当該科目の中における各々の学生の行動目標の重

要度を現したものであり，数値の和は 1 になるように設

定してある．また，図-1 から確認できるように，評価の

方法の欄に，アルファベットが示す具体的な学習・教育

目標が明記してある． 
 アンケートによる学習・教育目標の達成度の点検には，

式(1)を用いる． 

  アンケートによる達成度= ∑ ⋅
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ここに，n：ある学習・教育目標に対応した質問数， ki ：

数値で示した学習・教育目標の重要度， ka ：学生が達

成割合から選択した達成度を 100 で除した値である． 
2.2 ②教員の成績判定による達成度評価法 

 学習・教育目標の達成度の評価には，式(2)を用いる． 

  成績判定による達成度= ∑ ⋅
=
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ここに，n：ある学習・教育目標に対応した質問数， ki ：

数値で示した学習・教育目標の重要度，b：当該科目に
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学生の行動目標（５６×６）

１．水理学に現れる基本的な物理量を単位つきであらわすことができる． [0.1H]
２．静水中の曲面に作用する水圧とその作用点，作用方向を計算できる． [0.2H]
３．比エネルギー，限界水深が計算できる． [0.1H]
４．ベルヌーイの定理を用いて，管内の流速と圧力を計算できる． [0.2H]
５．速度ポテンシャル，流関数の意味を理解し，単純な流れについては流速分布が計算できる． [0.2H]
６．水面波の波速と波長，水深，周期の記述ができ，波の諸元が計算できる． [0.2H]

評 価 の 方 法

(総合評価割合) 評価の要点（４４×８）
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※定期試験は４０％以下

レポート，定期試験の結果を重視して評価を行う．これらは，式の誘導に加え，実際の数値が与

えられ，最終結果を単位つきの数値で答え る形式のものが多い．

学習態度は授業の出欠状況および聴講態度によって採点する．

学生の行動目標欄の H～M は環境系の学習・教育目標を示し，それぞれ， H:力学・物理化学・材

料，I:調査・設計，J:施工・保全，K:情報分析・管理能力，L:総合化能力，M:工学創生能力であり，

当該目標に対する達成度の自己確認に用いる．また，学習・教育目標の数値は，学生の行動目標が

学習・教育目標に対して，どの程度，重要であるかを示した割合である．

学習・教育目標の詳細については，学年の初めに配布する資料を熟読し，よく理解すること．
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４．ベルヌーイの定理を用いて，管内の流速と圧力を計算できる． [0.2H]
５．速度ポテンシャル，流関数の意味を理解し，単純な流れについては流速分布が計算できる． [0.2H]
６．水面波の波速と波長，水深，周期の記述ができ，波の諸元が計算できる． [0.2H]
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学習・教育目標の詳細については，学年の初めに配布する資料を熟読し，よく理解すること．  
図-1 学習支援計画書の一部抜粋 
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おける学生個人の成績の総合評価点(合計 100 点)を 100
で除した値である．式(2)を学生個人の科目の総合評価点

に適用することで，成績判定に基づいた学習・教育目標

の達成度の定量化が可能となる． 
2.3. ③ ①と②の相関による達成度点検法 

 ③は，①と②の学習・教育目標の達成度の相関関係を

検討することによって，教育改善の方策を見出すための

点検方法である．図-2 は，平成 16 年度秋学期における

土木工学科 3 年生のアンケート結果の達成度と成績判

定に基づいた達成度の相関関係を示している．同図より

学習・教育目標の K は，成績判定による達成度では 0.95
と高い達成割合であるのに対し，アンケートによる達成

度では 0.3 と比較的低い達成割合となっている．このよ

うに，成績判定による達成割合が高く，学習・教育目標

K を満足していたとしても，学生自身は K を達成して

いないと考えており，学生と教員との間に達成度に対す

る”ずれ”が存在する場合もある．この”ずれ”を修正する

ために，教員は社会が土木技術者に要求する学習・教育

目標の最低到達度のレベルを満たすだけではなく，より

高水準の達成度を維持するために，教育改善を継続する

よう努力しなければならない．我々は，①～③の評価・

点検方法について学科内の教育点検評価委員会で議論

し，これらの方法の改善策ついても検討している． 
3. 環境系自己点検シートと教育改善 

 環境系教育プログラムでは，学習・教育目標の達成度

を学生が自己点検し，その結果を学習に反映させるため

に，新たに環境系自己点検シート(以下に点検シート)を
考案した．図-3 に点検シートを示す．点検シートは，未

修得科目の情報と履修状況，前述した①～③の学習教育

目標の評価・点検結果，修学指導記録簿などからなって

いる．なお，点検シートは電子ファイル形式であり，学

生自身がアンケート結果を入力することで，自動的に学

習・教育目標の達成度が算定される．図-4 に点検シート

により判定した学習・教育目標の達成度結果を学習へ反

映させる方法を示す．各学期の開始時に実施されるオリ

エンテーションで，プログラム対象生全員に点検シート

を配布する．配布から履修修正期間の間に，学生は未修

得科目や履修状況，今学期の達成目標などについて記入

する．そして，学期の終了時に行われる自己点検授業に

おいて，学生は科目毎の授業アンケート結果と成績を点

検シートに入力する．入力後，点検シートには，第 2 章

3 節で述べた各学習・教育目標の達成度の相関関係が自

動的にグラフ化される．学習・教育目標の達成度がグラ

フ化されたことにより，学生は各学習・教育目標の達成

度を定量的に確認することができる．学生は達成度の低

かった学習・教育目標について，なぜ達成度が低かった

のか?，あるいは，学期当初に設定した目標が達成でき

たのか?などについて，自己分析し，改善点を点検シー

トに記入する．教員は，改善点が記入してある点検シー

トに基づいて，プログラム対象生全員と面談をする．こ

の面談により，教員は学生と共に改善点が適切であるの

かを検討する．そして，今後の学習に教員と学生が共に

考えた改善点が，反映できるように指導をする．このよ

うに，点検シートを用いた教育改善活動を行うことで，

入学直後に学習・教育目標の達成度が低かった学生が，

卒業間近には達成度が向上しているものと期待できる． 
4. おわりに 

 本論では，学生による学習・教育目標の達成度の自己

点検と点検シートを用いた教育改善活動について報告

した．環境系教育プログラムでは，①～③の学習・教育

目標の評価と点検，および点検シートを用いた高水準で

質の高い教育を実践するためのスパイラルアップ機構

の構築を目指している． 
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図-2 学習・教育目標の評価・点検結果 

科目区分
単位数 年度・期 評価 開講時期 履修状況 備考

科目区分 必選 単位数 必選 単位数

質問1 質問2 質問3 質問4 質問5 質問6 A B C D E F G H I J K L M
構造の応用 0.8 1 0.8 0.4 0.6 0.2 0.26 0.12 0.02
水理の応用 0.8 1 0.8 0.4 0.6 0.2 0.4 0.28
測量実習・演習Ⅱ 0.8 1 0.8 0.4 0.6 0.2 0.08 0.16 0.36
土質の基礎 0.8 1 0.8 0.4 0.6 0.2 0.5

達成度 0.4 0.65 0.8 0.51 0.8 0.1

A B C D E F G H I J K L M
構造の応用 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.32 0.24 0.08
水理の応用 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.36 0.24
測量実習・演習Ⅱ 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.06 0.06 0.12
土質の基礎 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.45

達成度 0.3 0.8 0.3 0.525 0.45 0.4

平成18年度　春学期　環境系自己点検シート(案)

環境系教育プログラム　学習・教育目標
成績に基づいた学習・教育目標の達成度評価

この達成度点検法で成績は判定しません．

○下記の事項を記入し，修学アドバイザーの修学指導（個人面談）をうけるように．

この達成度評価法で成績は判定しません．

4．今学期以降の学習・教育目標の達成度向上への取り組み(改善点など)

○担当者メモ

平成18年度　春学期　学習・教育目標の達成度点検と指導記録

学習・教育目標の達成度の自己点検
授業アンケートに基づいた学習・教育目標の達成度点検

今学期の履修科目

今学期の履修科目

授業アンケートのときに記入した学生の行動目標の達成度

成績

環境系教育プログラム　学習・教育目標

2．今学期以降の履修計画の確認

クラス 学生氏名 学籍番号

3．今学期の学習・教育目標の達成について（努力した点や反省点など）

●修学確認事項

指導年月日 修学アドバイザー

1．今学期の学習への取り組みについて（努力したところや反省点など）

科目名科目名
春学期

履修状況

コア名：

科目名 科目名

履修状況
クラス： 学籍番号：

未修得科目 履修状況等

学生氏名：
修学アドバイザー：
カリキュラム年度：

学科：
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図-3 環境系自己点検シート 

学生自身が学習・教育目標の達成度を確認し，達成結果から，より達成度を向上させるた
めに，学習にどのように取り組むのかを，自己点検シートに記入する．

オリエンテーション

学習・教育目標の達成度点検シートを
プログラム対象生全員へ配布

授業

・学生は，自己点検シートを教員との面談時に持参し，学習への取り
組みについて指導を受ける．

全数面談

・学習・教育目標の点検結果より，学生は学習・教育目標の達成度を
より向上させるために，自己点検シートに改善点を記入する．

・学習・教育目標の達成度評価・点検

自己点検授業

学生自身が学習・教育目標の達成度を確認し，達成結果から，より達成度を向上させるた
めに，学習にどのように取り組むのかを，自己点検シートに記入する．
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・学生は，自己点検シートを教員との面談時に持参し，学習への取り
組みについて指導を受ける．
・学生は，自己点検シートを教員との面談時に持参し，学習への取り
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